
大津ケ丘中央公園市民
プール運営方針に関する

住民説明会

日時：令和２年７月１２日

午前１０時～正午

場所：柏市沼南庁舎

５階大会議室

主催：柏市 スポーツ課



プール運営方針について

2025年度（令和7年度）までにプール施設を閉鎖する

〇２５ｍプールは改修は行わず，再開はしない

〇幼児用プールは最長2025年度（令和7年度）まで運営
する
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この方針に沿って



本市の課題

公共施設を総合的かつ計画的に管理していく
必要がある

柏市公共施設等総合管理計画 3

課題１少子高齢化に伴う人口減少社会への対応
課題２厳しい財政状況
課題３公共施設の老朽化

柏市公共施設等総合管理計画「施設白書編」より



柏市公共施設等総合管理計画①

●計画における基本的な考え方

今ある全ての施設をこれまでと同様に維持していくこ
とは非常に困難であることから「施設機能の再編とあわ
せ，将来推計人口を踏まえた段階的な取組を進め，サー
ビスの質の向上を目指しながら，今後４０年間で１３％
の施設総量の縮減を図ることとする。

個別施設再編方針より
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柏市公共施設等総合管理計画②
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施設白書編

（平成27年度）

公共施設等の現状と課
題を整理したもの

基本方針編

（平成28年度）

公共施設等の管理
の基本的な考え方
を示したもの

個別施設再編方針

（平成30年度）

計画に基づき，個別
施設毎の再編の方向

性を定めたもの

個別施設再編アクションプラン

（令和元年度）

再編方針で定めた個々の施設の再編
の方向性を踏まえ，第１期（2016～
2025年度）における実施時期の見通

しを示したもの

計画策定の過程



柏市公共施設等総合管理計画③

●基本方針編における施設管理の方向性

・市民プールは，利用期間が短いことや民間施設に代替が可能な
ことから，中長期的には廃止の方向で検討します。

・体育館は，当面は現在の２館体制を存続します。

・運動場は，利用率が低い施設や機能もあることから，集約化や
廃止を含めた見直しを進めます。

・庭球場は，比較的利用率が高いことから，民間事業者への移行
等を検討します。
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個別施設再編方針
スポーツ施設の個別施設再編方針※市民プールのみ抜粋
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第１期（2016
～2025

第２期(2026
～2035)

第３期(2036
～2045）

第４期(2046
～2055)

現状のまま

存続

ひばりヶ丘市
民プール

（1968年建築）

大津ケ丘中央
公園市民プー

ル
（1977年建築）

柏西口第一公
園市民プール
（1990年建築）

船戸
市民プール

（1982年建築）

逆井
市民プール

（1984年建築）

2028年 2037年 2050年耐用年数
到達年度

（各期で廃止に向けた検討を進めていく）



平成３０年３月に２５ｍプールの循環排水管から
漏水が発覚し，大規模修繕工事が必要となった。

漏水発覚を

きっかけに

第３期まで延命を図るのか廃止するか
再 考

大規模修繕工事の発生
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市民プール運営における課題

□夏季のみの営業（利用期間は約２ヵ月）

□屋外プールである

□既に老朽化している

□利用者数の伸び悩み

□維持管理に要する経費が高く，収支バラン
スが悪い
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住民アンケート
プールの存廃を検討する上で地域住民の意見を伺うため，旧沼南地区及び大津ケ丘中央公園市民プールを
中心として，半径2～3ｋｍの柏地区にお住まいの市民500名を対象に住民アンケートを実施しました。
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●プールの存続・廃止についてのご意見
□プールを存続してほしい・どちらかというと存続してほしい

・数少ない市民プールをなくさないでほしい
・修繕して続けていってほしい
・夏休みの子ども達がかわいそう
・可能なら旧沼南地区でのプールの維持を望む
□プールを廃止してほしい・どちらかというと廃止してほしい

・維持管理運営費を他に使った方がよい
・ある程度集約していくのは仕方ない
・コストに見合わないものは，廃止もやむなし
・こんなにも赤字が多いと維持は難しいのか

自由意見を総括すると存続(23.7％)と廃止(30.3%)の結果となりました。



住民説明会

令和２年２月１６日（日）にプール方向性について地域住民の意見を伺う住民説明会を実施しました。

参加者 ３４名

□夏休みの子ども達の居場所をなくさないでほしい。

□住民，利用者の立場に立って物事を考えてほしい。

□修繕をして大津ヶ丘プールを再開してほしい。

□予算や利用率だけでなく住民意見を聞き計画を立ててほしい。

□毎年プールに通うのを楽しみにしている。なくさないでほしい。

令和２年度よりプールを再開してほしい
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主な意見



スポーツ推進審議会
開催日時 令和２年２月１７日（月）

出席者 学識経験者，スポーツ関係団体の代表者，医師 １２名

□施設の利用は，そのプールの内容と行きやすさが重要である。

□費用対効果や修繕費等を考慮すれば，廃止はやむを得ない。

□市民プールの集約は妥当。残された施設の充実を図るのが良い。

□既存施設を増やせないなら，学校プールをもう少し充実できないか？

施設の老朽化や利用者減少が進む中

統廃合や集約はやむを得ない
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主な意見



大津ケ丘中央公園市民プールの運営方針

２０２５（令和７年度）までにプール施設を閉鎖する

（施設管理者の責任として判断） 13

将来的に廃止の
方向性があった

これまで抱えてい
たプールの運営上

の課題

市民意見
・住民アンケート
・住民説明会総合的に判断した結果

大規模修繕の
発生

スポーツ推進
審議会の意見



今後について①

●代替施設

（小学生の方）

・地域の小学校プールの無料開放

（中学生以上の方）

・逆井市民プールをはじめとした他の市民プール

・リフレッシュプラザ柏

・さわやかプラザ軽井沢内の温水プール

（幼児の方）

・大津ケ丘中央公園市民プール 幼児用プール

14
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●跡地利用

・通年で利用できる施設

・ランニングコストが掛からない施設

地域住民や関係機関のご意見を聞きながら，
有効的な跡地利用を検討していく

今後について②

上記を前提に



ご清聴ありがとうござい
ました。


